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ガボン共和国月報（２０１７年１１月） 

２０１７年１１月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【外政】 

●ＣＥＭＡＣ臨時首脳会合の開催 
●ボンゴ大統領のエジプト訪問 
●ボンゴ大統領のＣＯＰ２３出席 

●ボンゴ大統領によるケニア大統領就任式の出席 

●ボンゴ大統領によるＡＵ・ＥＵサミットの出席 
【経済】 

●Assala Energy 社によるシェル・ガボン鉱区の買収 
●２０１８年政府予算案の国会提出 
●ＣＥＭＡＣ経済成長率下方修正：０．２％ 

●２０１７年上半期国債発行額：４兆１，１０４億ＣＦＡフラン 
 

【内政】 

１ ＣＰＮＲ代表による憲法改正プロセス反対に係る呼びかけ 

４日，ジャン・ピン「新共和国のための連盟（ＣＰＮＲ）」代表は，現在の憲法改正プロセ

スは現政権の独裁化を加速させるとして，国民に対して反対を呼びかけた。（６日付ＵＮ，

５日付ＧＲ） 

２ ＵＰＧ代表によるファルＵＮＯＣＡ代表との会談 

６日，ガボン国民連合（ＵＰＧ）代表は，ファル国連中部アフリカ地域事務所（ＵＮＯＣ

Ａ）特別代表と会談し，現在のガボンの政治・社会危機は客年の大統領選挙に起因し，政

治対話が必ずしも危機緩和に働いていない旨訴えた。（６日付ＧＲ） 

３ ムーバンバ前副首相による憲法改正に係る批判 

１日，ブルーノ・ベン・ムーバンバ前副首相（「復興のための連合（ＡＣＲ）」代表）は，

現在行われている憲法改正は受け入れられないとし，改正プロセスに先立って総選挙の実

施を要請した。（７日付ＧＲ） 

４ ＥＵによる大統領選挙後の暴力行為に係る新たな捜査要請 

７日，ンケア・ンジゲ法務大臣は，ＥＵが新たに大統領選挙後の暴力行為に係る捜査を要

請したことに対して，現在予備審査を行っている国際刑事裁判所（ＩＣＣ）が適切な機関

であるとして，その他機関による捜査を拒否した。（７日付ＧＲ） 

 

【外政】 

１ ＣＥＭＡＣ臨時首脳会合の開催 

１０月３１日，ンジャメナにて中部アフリカ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）臨時首脳会合
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が開催され，中部アフリカ諸国開発銀行（ＢＤＥＡＣ）による総額１７億ＣＦＡフランの

国境警備支援が発表された。また，オナ・オンド前首相がＣＥＭＡＣ委員長に正式に任命

されたほか，加盟国首脳によって域内の自由移動適用が決定された。（３日付ＵＮ） 

２ ボンゴ大統領のエジプト訪問 

４日から６日にかけて，ボンゴ大統領はシャルム・エル・シェイクにて開催された世界青

少年フォーラムに出席した。（６日付ＵＮ） 

３ ボンゴ大統領による独議連・企業家との懇談 

９日，Jonnes Selle 氏率いる独議連及び独経済ミッションが来訪し，ボンゴ大統領との間

で若年層の失業，環境保護に向けた相互互恵関係の更なる強化について協議した。（９日付

ＧＭ） 

４ ボンゴ大統領のＣＯＰ２３出席 

ボンゴ大統領は，１４日及び１５日に独のボンにて開催された国連気候変動枠組条約第２

３回締約国会議（ＣＯＰ２３）に出席し，ガボン及び気候変動に関するアフリカ首脳委員

会（ＣＡＨＯＳＣＣ）議長として議論に参加した。（１４日付ＵＮ） 

５ ボンゴ大統領と赤道ギニア大統領特使との会談 

２３日，ボンゴ大統領は特使として派遣された赤道ギニア観光大臣と会談し，二国間関係

及び近日中に予定されているボンゴ大統領の赤道ギニア訪問について協議した。（２４日付

ＵＮ） 

６ ボンゴ大統領によるケニア大統領就任式の出席 

２８日，ボンゴ大統領はケニヤッタ大統領就任式に出席するためナイロビを訪問した。（２

９日付ＵＮ） 

７ ボンゴ大統領によるＡＵ・ＥＵサミットの出席 

２９日及び３０日，コートジボワールのアビジャンにて開催されたＡＵ・ＥＵサミットに

ボンゴ大統領が出席し，アフリカ及びヨーロッパの政治・経済問題について議論した。（２

９日付ＵＮ） 

 

【経済】 

１ 中部アフリカ地域証券取引所のドゥアラ移転の決定 

１０月３１日，ンジャメナにて開催されたＣＥＭＡＣ閣僚会議において，中部アフリカ地

域証券取引所（ＢＶＭＡＣ）のリーブルビルからドゥアラへの移転が決定された。（１日付

ＵＮ） 

２ ２０１８年 Doing Business ランキング：ガボン第１６７位 

２０１８年 Doing Business ランキングが発表され，ガボンは世界で１６７位，アフリカ大

陸で３５位を記録した。（１日付ＧＲ） 

３ ＩＭＦによる経済再建計画に係る評価 

１日，ＩＭＦミッションは２０１７年のガボン経済成長率を０．８％と位置付け，経済再

建計画に向けたガボン政府の取組を歓迎したほか，マンガン，農業ビジネス等の経済多角
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化に係る政府努力を評価した。（３日付ＵＮ） 

４ Assala Energy 社によるシェル・ガボン鉱区の買収 

１日，Assala Energy 社はシェル・ガボンの鉱区を６億２，８００億米ドルで買収すること

を正式に決定した。（６日付ＵＮ） 

５ ２０１８年政府予算案の国会提出 

７日，オタンド予算大臣及びイモンゴ・タタンガニ経済大臣は，国会に対して総額２兆６，

８８２億ＣＦＡフラン，支出額２兆３２７億ＣＦＡフランの２０１８年政府予算案を提出

した。（８日付ＧＲ） 

６ ２０１６年海外直接投資：３，９８０億ＣＦＡフラン 

２０１７年国際連合貿易開発会議（ＣＮＵＣＥＤ）報告書によれば，２０１５年以降ガボ

ンの海外直接投資（ＦＤＩ）は減少しており，２０１６年は石油・鉱業分野を中心に３，

９８０億ＣＦＡフランを記録した。（９日ＧＭ） 

７ ＣＥＭＡＣ経済成長率下方修正：０．２％ 

２０１７年ＣＥＭＡＣ域内の経済成長率は当初の予測値１．６％から，０．２％に下方修

正された。同数値は過去２０年間で最低水準となる。（１３日付ＧＭ） 

８ ２０１７年上半期：石油生産量の後退：５３６万トン 

ガボンにおける２０１７年上半期の石油生産量は，埋蔵量の減少，ＯＥＰＣの減産合意等

を理由に５３６万トンに後退した。他方，石油輸出量は２０１７年６月末には４３．３％

増の１兆８９２億ＣＦＡフランを記録した。２０１７年上半期の対ガボン石油輸入国は，

中国（４１．９％）を筆頭に，マレーシア（１２．６％），トリニダード・トバコ（１０．

４％），豪（９，９％），伊（７．２％）となる。（１５日付ＵＮ） 

９ ２０１７年上半期：鉱業生産量の増加：２２０万トン 

２０１７年上半期の鉱業生産量は４８．４％増の２２０万トンを記録し，輸出量及び販売

量はそれぞれ５３．２％，５３．５％増加した。（１５日付ＧＲ）  

１０ ＩＣＴ開発：ガボン第１１４位 

国際電気通信連合（ＩＴＵ）報告書が発表され，２０１７年の情報通信技術（ＩＣＴ）開

発でガボンは１１４位，アフリカで１５位を記録した。（１６日付ＧＲ） 

１１ ガボン・世銀協力 

１７日，世銀及びガボン政府は，財政の健全化，社会保障，投資環境整備を目的とした３

年間の総額２億ドルの融資協定に署名した。（１８日付ＵＮ） 

１２ ２０１７年上半期国債発行額：４兆１，１０４億ＣＦＡフラン 

２０１７年上半期の国債発行額は，２６％増の４兆１，１０４億ＣＦＡフランに上り，対

外債務は３兆１，２４０億ＣＦＡ，国内債務は１４７％増加の９，８５７億ＣＦＡフラン

となった。（２２日付ＵＮ） 

１３ ２０１７年上半期：新車販売状況：３５％減 

２０１７年上半期の新車販売数は，政府，石油セクター等の顧客からの注文減を理由に，

前年度から３５％減の１，１０８台を記録した。他方，工業用車販売数は若干増で，売上
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高は３２．８％増の１４９億ＣＦＡフランを記録した。（２４日付ＵＮ） 

１４ ２０１７年上半期：７，８９１億ＣＦＡフランの貿易黒字 

２０１７年上半期貿易額が発表され，輸出は３７．５％増加したのに対して，輸入は１３．

４％減少し，前年に比べ２倍となる７，８９１億ＣＦＡフランの貿易黒字を記録した。ま

た，ガボンの貿易相手国・輸出国はそれぞれ仏（１３．４％），中国（３８．４％）となっ

た。（２５日付ＵＮ） 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)，ＧＮ（ガボン・ニュース電

子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガ

ボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース），ＡＦＰ（フランス通信社），ＧＬ（ガボンリ

ーブル電子版ニュース），ＡＦＩ（アフリカ・エネルギー・インテリジェンス），ＬＰ（LOUP 紙），EN（エコ

ー・ノール紙） 


